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［1］電源スイッチ

［5］リンス剤補充表示

［9］追加機能

［13］フロントディスプレイ表示

［2］プログラムボタン

［6］岩塩捕充表示

［10］スタートボタン

［3］情報ボタン

［7］設定ボタン

［11］< >ボタン

［4］上部ディスプレイ

［8］タイマーボタン

［12］ドア開放装置

［20］手元灯

［24］タブレット洗剤トレイ

［28］岩塩ケース

［32］リンス剤ケース 

［21］カトラリートレイ

［25］吸気ロ

［29］フィルター

［33］洗剤ケース 

［22］上段バスケット

［26］排気口（ゼオライトコンテナ）

［30］カトラリーバスケット＊

［34］洗剤ケースロック

［23］上段スプレーアーム

［27］下段スプレーアーム

［31］下段バスケット

［35］銘板 

Setup 3 sec.

＊図のカトラリーバスケットはオプション品となります。
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使用目的

●　本製品は、一般家庭での使用および家庭内の環境を想定して作ら
れています。

●　本製品は、家事のためにのみ、 また記載された目的、つまり家庭
用食器の洗浄でのみご利用ください。

●　本製品は、海抜2500mまでの使用を想定して設計されています。
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40据付と接続

納品物一式
安全上の注意
納品
製品仕様
据付
排水接続
給水接続
温水接続
電気接続
取外し
搬送
凍結防止

40カスタマーサービス
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安全上の注意

表示と意味は次のようになっています。

警告

注意

図記号の意味は次の通りです。

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保
管してください。
本体を他の人に譲渡されるときは、この取扱説明書を必ず添付してくだ
さい。

誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容

誤った取扱いをすると、人が障害を負うまたは重傷
を負う可能性および物的損害が想定される内容

△記号は、警告、注意を促す内容があることを告
げるものです。図の中に具体的な注意内容（左図
の場合は感電注意）が描かれています。

○記号は、禁止の行為があることを告げるものです。
図の中や付近に具体的な禁止内容（左図の場合は
分解禁止）が描かれています。

●記号は、行為を強制したり指示したりする内容を
告げるものです。図の中に具体的な禁止内容（左
図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい）が描かれています。

ご使用の前に、この「安全上の注意」を良くお読みの上、正しくお使い
ください。

絵表示について
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、お客
様や他の方々への危険や財産への損害を 未然に防止するものです。 
また、注意事項は危険の大きさと切迫の程度を明示するため、誤った
取り扱いをした場合に生じることが想定 される内容を、「警告」「注意」
の2つに区分しています。

警告

本機を設置する前に
目で見て分かる外傷がないか確認をしてください。
どんな状況においても、損傷した製品は使わないで
ください。 損傷した製品は危険な場合があります。

機械に異常が発生したら
故障が生じたときはまず給水コックを閉め、 機械の
スイッチを切り、電源プラグをコンセ ントから抜いて
ください。
修理・点検は、必ず販売店、もしくはサービス店に
ご依頼ください。感電や漏電・ショー トによる火災
の恐れがあります。

本機は、必ず専用コンセントをご使用ください。

(単相200V 20Aアース付き)

コンセント位置について
電源コンセントは、食器洗い機の設置後も簡単に手
が届く場所にあり、いつでも電源から引き抜くことが
できるようにしておいてください。

電源コードを損傷、加工、無理に曲げる、引っ張る、
束ねるなどのことはしないでください。 
また重いものを乗せたり、挟み込むことにより電源
コードが破損し火災・感電の原因になる場合があり
ます。

本体に水をかけないでください。
水につけたり、水をかけたりしないでください。
ショート・感電の恐れがあります。

修理・分解・改造はしないでください。
食器洗い機の修理は必ず専門技術者にご依頼くださ
い。不適切な修理を行なうと、 お客様に著しい危険
が生じる可能性があります。また、修理技術者以外は、
分解や修理をしないでください。火災・感電・けが 
の原因になります。 
修理は販売店、もしくはサービス店にご依頼ください。

本機は、設置施工手順書に従って、 施工および接続
を行ってください。

定格を守ってご使用ください。
仕様に表示された電圧でご使用ください。

電気工事はすべて電気工事設備技術基準に準じて
行ってください。



6

お子様へのご注意

●　お子様だけでのご使用は避けてください。またお
子様が触らないようにご注意ください。 やけど・
感電・けがをする恐れがあります。

●　お子様のいるご家庭では、チャイルドロックのご
使用をお勧めします。 (詳細は7ページに記載さ
れています。)

●　お子様が中に入らないようにご注意ください。中
からドアを開けることはできません。

●　洗剤はお子様の手の届かないところに保管して
ください。食器洗い機用洗剤には腐食性や刺激 
性のある成分が含まれています。飲み込んだ場
合洗剤が目や口、のどに強い刺激を与えたり、 呼
吸困難をきたす場合があります。
また、食器洗い機内の残留水に洗剤が残ってい
る場合がありますので、ドアが開いている時は、 
お子様が食器洗い機に近づかないようにご注意
ください。
もし、お子様が洗剤を飲み込んだり吸い込んだ場
合は、すみやかに医師に相談してください。

●　梱包材(フィルム、発泡スチロール等 )は窒息を
招く危険がありますので、お子様の手に触れな 
いよう十分にご注意ください。

警告

必ず食器洗い機専用の洗剤および乾燥仕上剤のみ
をご使用ください。 台所中性洗剤は絶対に使わない
でください。

給水ホース内には電気が流れている電線があります
ので、長すぎる場合も切らないでください。

食器洗い機内で溶剤を使用しないでください。
爆発する恐れがあります。

プログラムの終了後ドアを開ける際は、 中途半端で
はなく完全に開けてください。 
排出される蒸気が敏感なコントロールパネルに損傷
を与える可能性があります。

排水ホースはしっかりと固定してください。ホースか
ら漏れる水の力でホースが排水口から抜け、水浸し
になる恐れがあります。

注意

運転中はドアを開けないでください。
高温の湯気が出てやけどをすることがあります。また
食器も高温になっていますので触らないようにしてく
ださい。

使わない時はドアを閉めてください。
開いたドアに当たってけがをする恐れがありますの
で、食器の出し入れをするとき以外は常に閉めてお
くようご注意ください。

ドアの開閉時に、指や手をドアやヒンジにはさまれな
いようご注意ください。
けがをする恐れがあります。

本機を電気クッカーの下に設置しないでください。電
気クッカーによる高い放射温度によって食器洗い機
が破損することがあります。また直火やヒーターのよ
うに熱を発する他の器具のそばにも設置しないでく
ださい。

開いているドアに寄りかかったり、腰かけないでくだ
さい。
機器の水平度が狂い、故障の原因になります。

電源プラグを抜くときは電源コードを引っ張らず、必
ず先端の電源プラグを持ってください。 
コードを引っ張ると感電やショートにより発火する可
能性があります。

電源コード、給水ホース、排水ホース、 コントロール
パネルなど機器に損傷がある場合は、危険ですので
使用しないでください。

長時間ご使用にならない場合は、電源プラグを抜い
て必ず止水栓を閉めてください。 
絶縁劣化による感電や漏電火災の原因になります。

食器の取り出しやお手入れは、運転終了後内部が冷
えてから行ってください。
やけどや食器の破損の恐れがあります。

本機には水漏れ防止システムがついています。通常
は運転していない時も電源プラグは抜かないでくだ
さい。
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チャイルドロック（ドアロック）は、次のように有効化します

1　チャイルドロックのレバーをそれ手前へ引きます（1）。

2　ドアを閉じます（2）。

チャイルドロックが有効になりました。

チャイルドロック（ドアロック）は、次のように無効化します

1　チャイルドロックのレバーを右へ押します（1）。

2　チャイルドロックのレバーを後方へ押し込みます（2）。

チャイルドロックが無効になりました。

* ご利用の食器洗浄機のモデルによって異なります。

チャイルドロック（ドアロック）が有効になったドアは、次のよう
に開きます

1　チャイルドロックのレバーを右へ押します（1）。

2　ドアを開きます（2）。

食器洗い機の設置や移転は、必ずお買い求めの販売
店、または専門工事店にご依頼ください。 給水や排
水、電気接続については、「設置施工説明書」に記載
された基準に従ってください。
ご自分での設置・移転や、給水・排水・電気への接続
は、感電やその他の事故の恐れがあり危険です。

はじめてお使いになる前に

設置についてのご注意

●　食器洗い機内の梱包品はすべて取り出してください。

●　運送中の損傷を防ぐために、バスケット類は固定されています。固
定用の発泡スチロールはすべて取り除いてください。

●　ご購入後初めてご使用になる場合は、ECO50°Cで事前に空洗い
をして庫内の汚れを落としてください。

●　使用し始めた当初は庫内のにおいが気になることがあります。
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環境保護のために 製品について知る

コントロールパネルおよび装置内部のイラストは、表紙の表側に記載
されています。テキストの中でそれぞれの位置を示しています。

コントロールパネル
P2を参照

［1］電源スイッチ

［2］プログラムボタン

［3］情報ボタン

［4］上部ディスプレイ

［5］リンス剤補充表示

［6］岩塩捕充表示

［7］設定ボタン

［8］タイマーボタン

［9］追加機能

［10］スタートボタン

［11］< >ボタン

［12］]ドア開放装置

［13］フロントディスプレイ表示

製品内部
P2を参照

［20］手元灯*

［21］カトラリートレイ*

［22］上段バスケット

［23］上段スプレーアーム

［24］タブレット洗剤トレイ

［25］吸気ロ

［26］排気口（ゼオライトコンテナ）

［27］下段スプレーアーム

［28］岩塩ケース

［29］フィルター

［30］カトラリーバスケット*

［31］下段バスケット

［32］リンス剤ケース

［33］洗剤ケース

［34］洗剤ケースロック

［35］銘板

*ご利用の食器洗浄機のモデルによって異なります。

Setup 3 sec.

電子および電気製品や機器には、処理や
廃棄方法を誤ると人体や環境に害を及ぼ
す危険性のある材質が含まれている場合
があります。 (これらの材質は、機器を正常
に機能させるためには欠かせないもので
す。) したがって、不要になった機器を家庭
ごみとして出すことはしないでください。

新しい製品の梱包および古くなった製品には、貴重な資源および再生
する価値のある材料が含まれています。
各パーツは、分別して廃棄してください。
最新の廃棄方法に関しましては、お求めになった専門店または各自治
体にお問い合わせください。

廃棄処分について

使用済み機器の廃棄処分

使用済みの食器洗い機を廃棄する場合は、まず使用
できないようにしてください。 

●　電源から外した後、電源コードを切断し、コードか
らプラグを切断してください。

●　お子様が誤って中に入り閉じ込められてしまうこ
とを防ぐために、閉まらないようにドアを破壊して
ください。ドアは中から開けることができません。

梱包材の廃棄処分

輸送時の保護用詰物は、廃棄をする際に環境への影
響が少ない材質を使用しています のでリサイクルす
ることができます。 プラスチック素材の包装や発泡
スチロール等の梱包材は窒息を招く危険があります
ので、 お子様の手には触れないよう十分ご注意くだ
さい。

●　使用済みの機器は、お住まいのごみ収集センター
やリサイクルセンターで処分してください。

●　保管中はお子様への危険がないようにご注意く
ださい。

●　主電源からの電気プラグの取り外しや切断は有
資格者が行なってください。

●　誤って使用されることがないように、電源コードは
本体側の根元で切断し、プラグも切断しておいて
ください。
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情報ボタン
情報ボタン　　を使用して、追加プログラム情報を表示させることが
できます。

1　情報ボタン　　［3］を押します。

2　プログラムボタンを押します。
選択されたプログラムに関する情報は、ディスプレイ窓上部に表
示されます。

3　こから出るためには、情報ボタン　　［3］を押します。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.

時刻設定
初めて運転を開始するとき、時刻は12:00になっています。

時刻は、次のように設定します

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオンにします。

3　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します。

< > を使って表示を変更します
－ ＋ を使って設定します
Setupを3秒間押して、そこから出ます

4　上部ディスプレイ［4］に時刻設定が表示されるまで > ボタン［11］
を押します。

5　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。設定ボタン ＋ －  
［7］を押し続けると、設定値が10分ステップで変更されます。

6　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

メモ：装置への電力供給が長時間にわたって行われていなかった場合
時刻は12:00から開始します。時刻を設定します。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.
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初めての運転開始
本製品のスイッチを初めてオンにすると、初期設定モードになります。
上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されます。

< > を使って表示を変更します
－ ＋ を使って設定します
Setupを3秒間押し続けて、そこから出ます

下の表には、初期設定が記載されています。

設定は、次のように変更します

1　ご希望の設定が表示されるまで > ボタン［11］を押します。

2　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

3　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

Setup 3 sec.

設定
本製品は、お客様の負担を軽減するために特定の設定を前もって行っ
てあります。この初期設定は変更することができます。

1　ドアを開きます。

2　オン／オフスイッチ［1］をオンにします。

3　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します。

< > を使って表示を変更します
－ ＋ を使って設定します
Setupを3秒間押して、そこから出ます

4　ご希望の設定が表示されるまで > ボタン［11］を押します。

5　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

6　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。
変更した設定はすべて、元の初期設定に戻すことができます。

メモ：ご使用の食器洗浄機を初期設定に戻すと、初期の設定に戻り
ます。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.

設定
初めての運転開始

初期設定 情報テキスト：
情報ボタン　　を押すことによって

Deutsch 言語の選択言語/Language

Deutsch 言語の選択言語/Language

24時式 12時または24時式時刻表示形式

°dH13～16中 地域の水硬度に調整。マルチタブレットを使用する場合、レ
ベル0～6を選択します。

水硬度

レベル5 リンス剤の量は乾燥に影響を与えます。マルチタブレットを
使用する場合、レベル0を選択します。

リンス剤添加

冷水 温水（40～60°C）または冷水（40°C未満）への接続が可能。給水接続

Setup 3 sec.

設定 初期設定 情報テキスト：
情報ボタン　　を押すことによって

12:00 現在時刻を設定します。時刻設定

24時式 12時または24時式時刻表示形式

時刻 「・・時間・・分で完了」または「・・に完了」の表示を仕様
したプログラム終了の表現。

時刻表示

°dH0～6中 地域の水硬度に調整。マルチタブレットを使用する場合、レ
ベル0～6を選択します。

水硬度

Setup 3 sec.



11

レベル5 リンス剤の量は乾燥に影響を与えます。マルチタブレットを
使用する場合、レベル0を選択します。

リンス剤添加

スタンダード 最適な洗浄効果を得るための汚れ感知調整。センサー設定

オフ 乾燥を改善、グラスおよびプラスチックピースに対して。特別乾燥

冷水 温水（40～60°C）または冷水（40°C未満）への接続が可能。給水接続

オフ 水使用量およびエネルギー消費量の表現。エコ予測

約1分後 洗浄プロセス終了後の装置の自動スイッチオフ。自動スイッチオフ

オン 洗浄室内部の照明。手元灯

オン フロントディスプレイ表示は、オフを選択することができます。フロントディスプレイ表示

レベル2 プログラム終了時のシグナルの音レベル。シグナルトーンの音量

レベル2 ボタン操作時の音レベル。ボタン音レベル

復帰 初期の設定の戻ります。初期設定

Last program スイッチをオンにすると最後に選択したプログラムが表示さ
れます。

スタートプログラム

オン スイッチをオンにしたときに商標が現れる機能は、オフを選
ぶことができます。

メッセージ

設定 初期設定 情報テキスト：
情報ボタン　　を押すことによってSetup 3 sec.
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軟水化装置／岩塩

より良い清浄効果を得るため、軟水、つまり石灰分の少ない水を使用
して下さい。そうでない場合、石灰分の白い残りが食器および庫内の
表面に沈積します。7°dH（1.2mmol/I）を超える水道水は、軟水化が
必要です。そのための設定およびそれに必要な岩塩の量は、ご使用の
水道水の硬度に左右されます（後に記載の水硬度表を参照）。

水硬度表

軟水化装置を設定する
特殊塩の量は、0～50°dHで設定可能です。設定値0～6の場合、岩
塩は不要です。

軟水化装置は、次のように設定します

1　水道水の水硬度を地域の水道局に問い合わせます。

2　水高度表から必要な設定値を読み取ります。

3　ドアを開きます。

4　電源スイッチ［1］をオンにします。

5　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します。

6　上部ディスプレイ［4］に水硬度が表示されるまで > ボタン［11］を
押します。

7　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

8　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

～

～

～

～

～

～

～

～

水の
硬度

～ 軟

～ 軟

～ 中

～ 中

～ 中

～ 硬

～ 硬

～ 硬

～

～

～

～

～

～

～

～

装置
での
設定値

硬度
領域

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.
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岩塩の入れ方
コントロールパネルの岩塩補充表示［6］が点灯するか、またはフロン
トディスプレイ表示［13］に岩塩補充表示が出た場合、直ちに岩塩の
補充を行います。岩塩補充は、必ず製品を使用する直前に行います。
そうすることで、吹きこぼれた岩塩の溶液もすぐに洗い流され、洗浄
容器に腐食することありません。

注意
岩塩ケースに洗剤を入れることは絶対にお止めください。故障の原因
となります。

特殊塩は次のように補充します

1　岩塩ケース［28］のスクリューキャップを開きます。

2　岩塩ケースに水を注ぎます（初めて運転を開始するときのみ）。

3　岩塩を画像のように補充します（食塩またはタブレットではありま
せん）。
そうすると水が排水されます。

岩塩成分を含む洗剤の使用
岩塩成分を含む混合洗剤を使用する場合、水硬度が21°dh（37°fH、
26°Clarke、3.7mmol/l）までは岩塩は不要です。水硬度が21° dH
を上回る場合、岩塩の使用が必要になります。

岩塩補充表示／軟水化装置をオフにする
岩塩成分を含む混合洗浄剤を使用する場合、コントロールパネルの岩
塩補充表示［6］、または上部ディスプレイ［4］のテキスト（岩塩残量が
X回の洗浄に対して不十分）が不要であれば、これらの表示をオフに
することができます。

「軟水化装置を設定する」に記載されているとおりに、値を0～6に設
定します。それにより軟水化装置および岩塩補充表示がオフになり
ます。
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リンス剤

コントロールパネルのリンス剤補充表示［5］が点灯するか、またはフ
ロントディスプレイ表示［13］にリンス補充を求める表示が出た場合、
直ちにリンス剤の補充を行います。リンス剤は、食器に水垢が残らない
ようにするため、またグラスを透明に仕上げるために必要です。必ず家
庭用食器洗浄機専用のリンス剤を使用してください。リンス剤成分を含
む混合洗浄剤は、水硬度21°dh（37°fH、26°Clarke、3.7mmol/l）
ECC 使用できます。水硬度が21°dHを上回る場合、リンス剤の使用
が必要になります。

リンス剤は次のように補充します

1　リンス剤ケースの蓋のレバーを押し（1）、次に持ち上げます（2）、
リンス剤ケース［32］を開きます。

2　補充口のMAXラインまでリンス剤を慎重に流し込みます。

3　ロックが問題なくかみ合うまで蓋をしっかりと閉じます。

4　こぼれたリンス剤は、必ず布などで拭き取ってください。そうすれ
ば次の洗浄で過度に泡が発生することがありません。

リンス剤使用量を設定する
リンス剤量は、0～6で設定可能です。十分な乾燥能力を発揮するた
めに、リンス剤添加量は5に設定します。リンス剤量の変更は、食器の
表面に条痕または水垢が残るときにのみ行います。条痕の発生を回避
するには、レベル設定を下げます。水垢の発生を回避するには、レベ
ル設定を上げます。

リンス剤量は、次のように設定します

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオンにします。

3　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します。

4　上部ディスプレイ［4］にリンス剤添加が表示されるまで、何回でも
> ボタン［11］を押します。

5　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

6　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

リンス剤補充表示をオフにする
リンス剤成分を含む混合洗剤を使用する場合、コントロールパネルの
リンス剤補充表示［5］、またはフロントディスプレイ表示［13］のテキ
ストが不要であれば、これらの表示をオフにすることができます。

「リンス剤量を設定します」の下に記載されているとおりに行動し、レ
ベル0に設定します。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.
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食器

ご使用に適さない食器類
●　木製カトラリーおよび食器。

●　壊れやすい装飾ガラス食器、アートおよびアンティーク食器。それ
らの装飾は、食器洗浄機に耐えられません。

●　熱に弱いプラスチック。

●　銅および錫製食器。

●　灰、ワックス、潤滑油、または塗装された食器。

ガラス上の装飾、アルミおよび銀の物は、洗浄の際に退色、色あせす
る傾向があります。ガラスのタイプ（例えば、クリスタルガラス）によっ
ては、洗浄を繰り返すうちに透明度が低下するものがあります。

グラスおよび食器の損傷
原因

●　ガラスタイプおよびガラス製造法。

●　洗剤の化学成分。

●　洗浄プログラムの水温。

推奨

●　メーカーが食器洗浄機に対して耐えられると標示しているグラス
および磁器のみを使用してください。

●　食器を傷めないと表示されている洗剤を使用してください。

●　プログラム終了後、グラスおよびカトラリーはできるだけ早く食器
洗浄機から取り出してください。

食器の入れ方
1　目につく食べ物の残りを取り除きます。流水による予備洗いは不
要です。

2　食器を入れるときは

– 安定して立つように、また転倒しないようにします。

– 容器はすべて口が下を向くように立てます。

– 湾曲または凹部のある物は、水が排出されるように斜めに立て
かけます。

– 両スプレーアーム［23］および［27］の回転に支障がないよう
にします。

ごく小さな食器は、バスケットから落ちてしまうことがありますのでご
注意ください。
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上段バスケット
カップおよびグラスを上段食器バスケット［22］に並ベます。

※食器がタブレット洗剤トレイ［24］の上に載らないように気をつけて
ください。これが洗浄剤室［33］の蓋を妨げることがあります。

下段バスケット
鍋および皿を下段食器バスケット［31］に並べます。

*ご利用の食器洗浄機のモデルによって異なります。
※汚れの激しい食器（鍋）は、下段バスケットに並ベてください。その
方が噴射の勢いが強いので、汚れがよく落ちます。
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カトラリートレイ*
カトラリーは、画像のように、カトラリートレイ［21］へ入れます。分け
て入れると、洗浄後の取出しが楽になります。
カトラリートレイは、取り外すことができます。

*ご利用の食器洗浄機のモデルによって異なります。

12

1　カトラリートレイ左右側面下げて平らにすると、より高さのある食
器やカトラリーが入れられます。

2　中央前方の突起をひとつおきに折りたたむと、柄の太いカトラリー
が入れられます。

チョップスティックバスケット
長さ24cmまでチョップスティックバスケットに入れることができます。
それよりも長い著などは、洗浄時にスプレーアームを妨げ、その結果、
期待された洗浄成果が得られません。

チョップスティックバスケットは、取り外しが可能です。
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折りたたみラック
折りたたみラックおよびその下のスペースは、小さなカップやグラス、
またはおたまやカービングセットといった大型のカトラリーピースのた
めにご利用いただけます。壁棚は、必要ないときには跳ね上げておく
ことができます。

折りたたみ式仕切りスパイン
折りたたみ式仕切りスパインはたたむことができます。これで鍋、ボー
ル、およびグラスを上手く収納することができます。

折りたたみ式仕切りスパインは、次のようにたたみます

1　レバーを前方へ押します（1）。

2　折りたたみ式仕切りスパインをたたみます（2）。

折りたたみラックは、次のように固定します

1　折りたたみラックを垂直方向に立て、上へ引きます。

2　折りたたみラックを軽く斜めの向きにします。

3　折りたたみラックをはめ込みます。
折りたたみラックを音が聞こえるようにはめ込みます。
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スプレーヘッド
大型のプレートまたは網棚および皿（グルメ皿、パスタ皿など）は、この
スプレーヘッドを使って洗浄することができます。

スプレーヘッドは、次のように設置します

1　上段バスケット［22］を取り外します→「上段食器バスケットを取り
外す／取り付ける（P22）」

2　スプレーヘッドを図のように真ん中の穴にはめ込み、右へ回します。
スプレーヘッドがはめ込まれました。

食器の取り出し方
上段バスケットの水滴が下段バスケットに落ちるのを回避するため
下から上の順番で取り出すようにしてください。

※熱を持った食器は、衝撃に敏感です。したがってプログラム終了後
は、手で触れるようになるまで食器 を食器洗浄機の中で冷ましてくだ
さい。

※プログラム終了後、まだ水滴が庫内に見えることがあります。

スプレーがすべての部分に届くように、トレイ等を図のように配置しま
す（最大でトレイ×2および網棚×2）。

※必ず上段バスケット［22］またはスプレーヘッドのどちらかをセットし
て運転してください。
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バスケットの高さを調整する
上段食器バスケット［22］は、上段または下段の食器バスケットのどち
らかに、背の高い食器のための十分な空間を確保できるように調整し
ます。

側面レバーの付いた上段バスケット

1　上段バスケット［22］を引き出します。

2　突然落下しないように上段バスケット上部の縁を持ちます。

3　上段バスケットを下げる：バスケット側面の左右レバーを内側に
押します。上段食器バスケットを下げます。

4　上段バスケットを持ち上げる：上段バスケットの上方の縁をつかみ、
持ち上げます。

5　上段バスケットの両サイドが同じ高さに位置するようにしてください。

6　上段バスケットを差し込みます。

装置の高さは81.5cm

カトラリーバスケット使用 上段バスケット 下段バスケット

レベル1最大ø

レベル2最大ø

レベル3最大ø

22cm

24.5cm

27cm

31cm

27.5cm

25cm

カトラリートレイ使用 上段バスケット 下段バスケット

レベル1最大ø

レベル2最大ø

レベル3最大ø

16cm

18.5cm

21cm

31cm

27.5cm

25cm
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カトラリートレイを取り外す／取り付ける

カトラリートレイ［21］は次のように取り外します

1　カトラリートレイを完全に引き出します（1）。

2　カトラリートレイをロックから前方へ引き出します（2）。

3　カトラリートレイを前方へ引き出し、下げます（3）。

カトラリートレイ［21］は、次のように取り付けます

1　カトラリートレイのレールを完全に引き出します（1）。

2　カトラリートレイを設置します（2）。その場合、ピンの位置に注意し
ます（下図参照）。

3　カトラリートレイを軽く持ち上げ、後ろのピンをレール上の下方ロッ
クフックへ差し込みます（3）。

4　カトラリートレイを下げ、前方のピンをはめ込み位置へ押します
（4）。カトラリートレイを音が聞こえるようにはめ込みます。

5　カトラリートレイを差し込みます。
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上段バスケットを取り外す／取り付ける

上段バスケット［22］は、次のように取り外します

1　上段バスケットを完全に引き出します（1）。

2　上段バスケットをロックから前方へ引き上げます（2）。

3　上段バスケットを前方へ完全に引き出し、下げます（3）。

上段バスケット［22］は、次のように取り付けます

1　上段バスケットのレールを完全に引き出します（1）。

2　上段バスケットを設置します（2）。その場合、ピンの位置に注意し
ます（下図参照）。

3　上段バスケットを軽く持ち上げ、後ろのピンをロックフックへ差し
込みます（3）。

4　上段バスケットを下げ、前方のピンへ押します（4）。上段食器バス
ケットを音が聞こえるようにはめ込みます。

5　上段バスケットを差し込みます。
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下段バスケットを取り外す／取り付ける

下段バスケット［31］は、次のように取り外します

1　下段バスケットを完全に引き出します（1）。

2　下段バスケットを、まず前方の止め具から、次に後方の止め具から
引き上げます（2）。

下段バスケット［31］は、次のように取り付けます

1　下段バスケットのレールを完全に引き出します（1）。

2　下段バスケットを、後方の止め具へ設置します（2）。

3　下段バスケットを前方へ下げ、前方の止め具へ乗せます（3）。

4　下段バスケットを差し込みます。
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洗剤

本製品では、タブレットおよび粉末または液体の洗剤が使用できます。
手洗い用のものは絶対に使用しないでください。粉末または液体の洗
剤を使用する場合は、汚れ具合に応じて洗剤量を調整してください。
タブレットには、どんな洗浄タスクに対しても十分な量の有効成分が含
まれているものもあります。最新の高性能洗剤は、リン酸塩および酵
素による低アルカリ配合法を使用しています。リン酸塩は、水中の石
灰分を融合させます。酵素はデンプンを分解し、タンパク質を溶かしま
す。リン酸塩を含まない洗剤は、ますます無くなりつつあります。その
ようなものは、石灰融合能力が劣っており、多量の投入を必要とします。
色しみ（例えば茶渋、ケチャップ）を取るには、酸素ベースの漂白剤を
使用するのが一般的です。

メモ：良好な洗浄成果を得るには、必ず洗剤のパッケージに記載され
ている注意事項を守ってください。その他に不明な点があれば、洗剤
メーカーの相談窓口にお問い合わせください。

　  警告
洗剤およびリンス剤製品のパッケージに記載されている安全上および
使用上の注意に留意してください。

洗剤を入れる
1　洗剤ケース［33］がまだ閉じられている場合、ロック［34］を操作し、
これを開きます。

2　洗剤を、乾燥した状態の洗剤ケース［33］に入れます（タブレット
は立てずに横向きに）。

3　投入量：パッケージに記載されたメーカーによる注意事項を参照。
洗剤ケースの投入量目盛りを使用します。
通常の汚れ具合であれば20ml～25mlで十分です。タブレットを
使用する場合、大きなタブレットは1つで十分です。

4　洗剤ケースの蓋を、ロックが問題なくかみ合うまで押上げて閉じ
ます。

洗剤ケースはプログラムに従って、最適なタイミングで自動的に開
きます。粉末または液体洗剤は庫内に配分され溶解します。タブ
レットはタブレット洗剤トレイへ落ち、そこで溶解します。

※食器の汚れ具合が軽い場合、普通は、記載された洗剤量よりも若干
少なくて済みます。
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混合洗剤
従来の洗剤（ソロ洗剤）の他に、追加機能を持った一連の混合洗剤も
販売されています。これらの製品には、洗剤の他にリンス剤および岩
塩代替品が含まれることも多く（3in1）、組合せ（4in1、5in1等）に
よってグラス保護剤またはステンレス光沢剤といった追加成分が含ま
れていることもあります。混合洗剤が機能するのは、一定の硬度（た
いてい21°dH）までです。これを超える場合には、岩塩およびリンス
剤の添加が必要になります。
混合洗剤を使用すると、洗浄プログラムは直ちに最適な洗浄および乾
燥の成果が得られるように自動的に調整されます。

●　プログラム開始後に食器を再投入したい場合、タブレット洗剤トレ
イ［24］を上段バスケットのハンドルとして使用しないでください。
洗剤が触れる恐れがあります。

●　細かい食器類をタブレット洗剤トレイ［24］に置いて洗わないでく
ださい。それによってタブレット洗剤の均等な溶解が妨げられます。

●　岩塩およびリンス剤の個別使用と組み合わせてソロ洗剤を使用す
ると最適な洗浄および乾燥効果が得られます。

●　短いプログラムの場合、異なる溶解方法によって、タブレットが十
分な洗浄成果を発揮せず、溶解しなかった洗剤が残ることがあり
ます。 そんなプログラムには、粉末洗剤の方が適しています。

●　「強力洗浄」プログラムの場合（若干のモデル）、大きなタブレット

1個の使用で十分です。粉末洗剤を使用する場合、若干の洗剤を
庫内に追加的にまくことも可能です。

●　リンス剤および岩塩補充表示の両方または片方が点灯する場合に
も、このプログラムは、混合洗剤を使用する事により問題洗浄する
事ができます。

●　水に溶ける保護カプセルに入った洗剤を使用する場合、そのカプ
セルは乾いた手で扱ってください。完全に乾燥した状態で洗剤
ケースに、洗剤を入れてください。はり付いてしまう可能性があり
ます。

●　混合洗剤からソロ洗剤に変更する場合、軟水化装置およびリンス
剤量が適当な値に設定されているかどうか、注意してください。

●　環境に優しい洗剤「ビオ（Bio）」または「エコ（Eco）」のマークが
付いた洗浄製品は、原則として（環境保護を理由として）有効成分
をわずかしか使用していないか、または特定の内容物質を完全に
放棄しています。その種の製品の洗浄効果は、時として制約を受
けていることがあります。
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主な食器 汚れ具合

鍋、フライパン、デリケート
な食器、カトラリー

食器、カトラリーの混合

すべての食器類

プログラム 可能な追加機能

洗浄プログラム

洗浄プログラム一覧表

すべて

すべて

自動 45℃～65℃

自動 65℃～75℃

自動 35℃～45℃

クイック洗浄 45℃

予備洗い

Eco 50℃
/ eco

/

/

/

すべて

なし

強力乾燥

強力乾燥

プログラム工程

予備洗い
洗浄50℃
中間すすぎ
すすぎ洗い35℃
乾燥

予備洗い
洗浄40℃
中間すすぎ
すすぎ洗い50℃
乾燥

洗浄45℃
中間すすぎ
すすぎ洗い50℃

予備洗い

デリケートな食器、カト
ラリー、高温に弱いプラ
スチックおよびグラス

デリケートな食器、カト
ラリー、高温に弱いプラ
スチックおよびグラス

非常にこびりついた汚
れ、非常に乾燥した汚れ

家庭で通常出る範囲の
普通の汚れ、多少乾燥し
た汚れ

センサーシステムを使用
し、汚れに合わせて最適
化されます。

センサーシステムを使用
し、汚れに合わせて最適
化されます。

センサーシステムを使用
し、汚れに合わせて最適
化されます。

こびりつきの弱い軽い
汚れ

こびりつきの弱い軽い
汚れ

冷水すすぎ、中間洗浄

auto

auto

ガラス製品40℃

/

洗浄プログラム選択
食器と汚れ具合とに合ったプログラムを選択することができます。

auto
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追加機能

追加機能［9］を選択できます。

　 ターボ 
「ターボ」機能を使用すると、選択した洗浄プログラムに応じて運転時
間を約20%～66%短縮できます。短い運転時間で最適な洗浄および
乾燥成果を得るために、水使用量およびエネルギー消費量は増えます。

　 ハーフロード
洗浄する食器が少ない場合（例えばグラス、カップ、皿）、「ハーフロー
ド」に切り替えることができます。この場合、水およびエネルギーの節
約ならびに時間の短縮につながります。洗浄には、フルロードでの洗
浄のときの推奨量よりも、少な目の洗剤を洗剤ケースに入れてくださ
い。

　 強力洗浄
さまざまな種類の食器が混ざっていても強力に洗浄することができま
す。汚れのひどい鍋やフライパンを下段バスケットに、通常の汚れた
食器を上段バスケットに入れて一緒に洗浄することができます。下段
バスケットの噴射圧はより強く、洗浄温度は若干高めになっています。

　 強力乾燥
すすぎ洗いプロセスでの温度が高く、乾燥プロセスが延長し、樹脂製
品もよく乾きます。エネルギー消費量は若干上昇します。

1
2
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製品の使い方

設定を変更する
本食器洗浄機は、お客様の負担を軽減するために特定の設定を前もっ
て行ってあります。この初期設定は、変更することもできます。

設定は、次のように変更します

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオンにします。

3　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します

< > を使って表示を変更します
－ ＋ を使って設定します
Setupを3秒間押し続けて、そこから出ます

4　上部ディスプレイ［4］にご希望の設定が表示されるまで、数回
> ボタン［11］を押しますす。

5　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

6　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

ヒント：複数の変更を行う場合、まずは、すべての変更を順番に実施
します。情報ボタン　　［3］を3秒間押します。それによりすべての設
定値が装置に保存されます。

時刻表示
所要時間は、プログラム中、水温、食器量、および汚れ具合によって
決定され、（選択したプログラムによって）変化することがあります。
時刻表示は、ディスプレイの洗浄プログラムの残り時間を「・・に完了」
（例えば「15:20に完了」）または「・・時間・・分で完了」（例えば「3
時間25分で完了」と表示されるように、時刻または時間／分に変更
できます。

アクアセンサー
アクアセンサーは、すすぎ水の濁りを測定する光学的測定装置（光電
センサー）です。
アクアセンサーの使用は、プログラムによって決定されます。アクアセ
ンサーが有効になっていると、「クリーン」なすすぎ水は次のすすぎに
利用でき、水使用量を3～6リットル削減できます。汚れがひどいとき
には排水され、水を入れ替えます。自動プログラムでは、さらに温度お
よび所要時間を汚れ具合に合わせて調整します。

ゼオライトの乾燥
本製品には、ゼオライトコンテナが装備されています。ゼオライトは、
湿気と熱エネルギーを蓄え、再放出できる鉱物です。

洗浄中は、この熱エネルギーがゼオライトの乾燥および洗浄水の加熱
に使用されます。

乾燥時には、洗浄庫の湿気がゼオライトに蓄えられ、熱エネルギーが
放出されます。放出されたこの熱エネルギーが、洗浄庫内にドライエ
アーで吹き出されます。この原理によって乾燥が早くなり、乾燥状態も
良くなります。

その結果、省エネ性が非常に高くなっています。

　  警告 - 排気口［26］に触れると、火傷する危険があります！

排気口には絶対に触れないでください。

注意

吸気ロ［25］が塞がっていると、排気口が高温になり変形することが
あります。また右背面のカゴ下に熱に弱い食器類を置かないよう注意
してください。

時刻表示
所要時間は、プログラム中、水温、食器量、および汚れ具合によって
決定され、（選択したプログラムによって）変化することがあります。
時刻表示は、ディスプレイの洗浄プログラムの残り時間を「・・に完了」
（例えば「15:20に完了」）または「・・時間・・分で完了」（例えば「3
時間25分で完了」と表示されるように、時刻または時間／分に変更
できます。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.
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センサー設定
自動プログラムでは、センサーを使ってプログラム進行を最適化しま
す。センサーは、汚れの程度および種類に応じて自動プログラムのプ
ログラム強度を調整します。センサーの感度は3段階で設定できます。

スタンダード：この設定は、さまざまな種類の食器類が混在し、汚れ
程度が高い場合に対して最適ですが、同時にエネルギーおよび水も節
約します。

センシティブ：この設定は、汚れの程度が低くても、食べ物の残りを
効果的に取り除くようにプログラム強度を調整します。エネルギー消
費量および水使用量は、それに合わせて調整されます。

ベリーセンシティブ：この設定は、食べ物の残りが強度に乾燥してし
まった場合といった、厄介な使用条件に対応してプログラム強度を調
整します。この設定は、含まれる有効成分が少なく環境に優しい洗剤
を使用する場合にも推奨されます。エネルギー消費量および水使用量
は、それに合わせて調整されます。

強力乾燥
高温ですすぎ洗いすることで、より良好に乾燥されます。その場合、
所要時間はわずかですが長くなることがあります。（デリケートな食器
があるときにはご注意ください！）この強力乾燥の機能はオンまたはオ
フにすることができます。

エコ予測
エコ予測を有効にすると、選択したプログラムの水およびエネルギー
の平均使用量が、上部ディスプレイ［4］に少しの間表示されます。

自動スイッチオフ
エネルギー節約のため、本食器洗浄機はプログラム終了後1分でス
イッチがオフになります。この設定は、変更することができます。

可能な設定は、次のとおりです

●　オフ：本装置は、自動ではオフになりません。

●　1分後：装置は、1分後にオフになります。

●　2時間後：装置は、2時間後にオフになります。

手元灯
手元灯［20］は、オンまたはオフに切り換えることができます。

●　自動オフ切換え機能の設定に応じて、手元灯はオンまたはオフに
なっています。

●　オンになったままの状態でドアが開かれて1時間経つと手元灯は
自動的にオフになることにご注意ください。

フロントディスプレイ表示
フロントディスプレイ［13］（追加プログラム情報）は、オンまたはオフ
にすることができます。

スタートプログラムを変更する
「スタートプログラム」設定は、変更できます。

シグナルトーンの音量
プログラム終了は、ブザー音でお知らせします。この設定は変更する
ことができます。

ボタン音レベル
食器洗浄機を操作すると、ボタンを押すたびにシグナル音がします。
そのシグナルの音レベルは、調整することができます。ボタン音の響
きが煩わしいときには、それをオフにすることが可能です。

メッセージ
本食器洗浄機をオンにするとメッセージが表示されます。このメッセー
ジ表示はオフにすることができます。

初期般定
設定はすべて、初期設定に戻すことができます。
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製品のスイッチをオンにする

1　給水栓を全開にします。

2　ドアを開きます。

3　電源スイッチ［1］を押します。
環境に優しい運転をするため、運転開始時にはプログラムEco 
50℃があらかじめ設定されています。このプログラムは、他のプ
ログラムボタン［2］が押されない限り、選択されたままになってい
ます。

4　スタートボタン［10］を押します。

5　ドアを閉じます。

プログラム進行がスタートします。

※環境への配慮から、どの種類の製品でもプログラムEco 50℃があ
らかじめ設定されています。これは環境だけでなく、貴方のお財布も
いたわります。

Eco 50℃プログラムは、環境に特に優しいプログラムです。これこそ
EU規則1016/2010に基づく「スタンダードプログラム」であり、通
常の汚れの食器を洗浄するためのエネルギーおよび水の使用を最も
効率的なものにします。

予約タイマー
プログラム開始を最長24時間先送りできます。時間表示の設定により、
プログラム終了は「・・時間・・分で完了」（例えば「3時間25分で完了」）
または「・・に完了」（例えば「15:20に完了」）と表示されます。

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオンにします。

3　プログラムボタン［2］を選択します。

4　予約タイマーボタン［8］を押します。

5　表示された時間がご希望のものになるまで、選定ボタン+ -［7］
を押します。

6　スタートボタン［10］を押し、時間事前選択を有効にします。

7　予約タイマーをキャンセルするには、スタートボタン［10］を約3秒
間押します。

8　ドアを閉じます。

プログラム終了
上部ディスプレイ［4］およびフロントディスプレイ表示［13］に「完了」
と表示されていれば、プログラムは終了しています。

製品のスイッチをオフにする
プログラム終了直後

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］を押します。

3　熱がひいた後、食器を取り出します。

※プログラム終了後、ドアを開ける前にしばらく冷ましてください。そ
れにより蒸気が噴出し、ご使用の組込み家具に長い時間をかけて傷め
るのを防ぎます。

プログラムを中止する
注意
膨張（超過圧力）により、ドアが突然開き、水が飛び出ることがあります。
温水接続の際または加熱の際にドアが開いたら、必ずまず数分間、ド
アを少しだけ開いておき、その後に閉めます。

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオフにします。
光によるディスプレイが消えます。プログラムは保存されています。

3　プログラムを先に進めるには、電源スイッチ［1］を再びオンにし
ます。

4　ドアを閉じます。

プログラムをキャンセルする
1　ドアを開きます。

2　スタートボタン［10］を約3秒間押します。
上部ディスプレイ［4］およびフロントディスプレイ表示［13］は次
のように表示します。

3　ドアを閉じます。
プログラム進行は約1分かかります。ディスプレイ窓上部［4］には
次のように表示されます。

4　ドアを開きます。

5　電源スイッチ［1］をオフにします。

6　ドアを閉じます。



お手入れ

ご使用の食器洗浄機は、定期的に点検しメンテナンスする事により故
障の原因を未然に防ぐ事ができ、これにより時間の節約になり、快適
にご利用いただけます。

装置全体の状態
●　庫内の脂および石灰の沈積を点検します。

そのような沈積を見つけた場合に行うこと

●　洗剤ケース［33］に洗剤を補充します。製品を食器なしで、最も強
力なプログラムにセットしてスタートします。

　  警告 - 塩素系洗剤による健康被害の恐れ

必ず、塩素を含まない洗剤を使用します。

商品の洗浄には、必ず食器洗浄機に適合した洗剤／製品クリーナーを
使用します。

●　ドアのパッキングを常に清潔かつ衛生的に保つには、湿らせた布
と少量の食器用洗剤で定期的にクリーニングします。

●　長い間、使用しないときには、ドアをわずかに開き、不快な臭いが
発生するのを防ぎます。

ご使用の食器洗浄機のクリーニングに、蒸気クリーナーを使用するこ
とは絶対にお止めください。その結果損傷が生じてもメーカーは責任
を負いかねます。

本装置のフロント部およびコントロールパネルは、軽く湿らせた布で定
期的に拭いてください。水と少量の食器用洗剤があれば十分です。表
面がざらざらしたスポンジおよびクレンザーを含む洗剤はお使いいた
だけません。両者は、表面を傷つけることがあります。

ステンレス部分の場合：腐食を防止するため、スポ ンジクロスの使用
はお控えいただくか、最初に使用する前にそれを何度かよく洗います。

岩塩およびリンス剤
コントロールパネルの［6］および［5］の補充表示が点灯するか、また
はフロントディスプレイ表示［13］に補充を求める表示が出た場合、直
ちに岩塩およびリンス剤を補充します。

31

プログラム変更
スタートボタン［10］を押すとプログラム変更が不可能になります。プ
ログラム開始後は、「プログラムのキャンセル」を実行しないと変更が
できません。
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フィルター
フィルター［29］は、すすぎ水中の大きなゴミがポンプに入らないよう
にします。これらのゴミは、フィルターをつまらせることがあります。

フィルターは、次の物から構成されています

●　マクロフィルター

●　フラット細フィルター

●　マイクロフィルター

1　洗浄のたびにフィルターにゴミがないか点検します。

2　フィルターシリンダーを図のようにねじって外し、フィルターを取り
出します。

3　ゴミがあれば取り除き、フィルターを流水で洗います。

4　フィルターを逆の順番で取り付けますが、その際に矢印のマー
キングが取付後に向き合うようにします。

スプレーアーム
石灰分やすすぎ水からのゴミが、スプレーアーム［23］および［27］の
ノズルおよびベアリングの動きを妨げることがあります。

1　スプレーアームの噴射ノズルがつまっていないか点検します。

2　上段スプレーアーム［23］を緩め（1）、下に引きます（2）。

3　下段スプレーアーム［27］を上に引きます。

4　スプレーアームを流水で洗います。

5　スプレーアームを再びはめ込むか、またはネジ固定します。



トラブル、解決策

日常の運転で発生するトラブルの多くは、ご自身で解決できます。以
下に記載しました概要は、トラブルの理由として考えられるもの、およ
びその解決に役立つヒントを挙げています。

※食器洗浄中に明白な理由もなく停止し、スタートしなくなってしまっ
た場合、まずはプログラム機能をキャンセルしてみてください。

　  警告 - 不適切な修理または非純正部品の使用により、甚大な
損害および、使用者への危険が生じることがあります！

修理は、必ず専門家にお任せください。部品の交換が必要な場合、必
ず純正部品を使用します。

エラーメッセージ
トラブルがあると、フロントディスプレイにエラーメッセージが表示され

ます。

排水ポンプ
フィルターを通り抜けた食べ物の大きな残り、または異物は、排水ポン
プを塞ぐことがあります。その際には排水しません。

　  警告 - 切り傷を負う危険！

鋭く尖った物またはガラスの破片が、排水ポンプを妨げることがありま
す。異物を取り除くときは、ご注意ください。

排水ポンプは、次のように清掃します

1　まずコンセントプラグを抜きます。

2　上段バスケット［22］および下段バスケット［31］を取り外します。

3　フィルター［29］を外します。

4　水をくみ出します。必要があればスポンジを使います。

5　ポンプのカバーを（図のように）スプーンを使って持ち上げます。
ポンプのカバーの縁をつかみ、斜めに内側へ持ち上げます（1）。
カバー全体を取り外します。

6　インペラーに異物がないかを点検し、あればそれを取り除きます。

7　ポンプのカバーを元の位置に戻し（2）、下向きに押してはめ込
みます（3）。

8　フィルターを取り付けます。

9　バスケットを再び設置します。

33
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トラブルー覧表

トラブル 考えられる原因 対処方法

給水ホースが折れ曲がっている。

給水栓が閉じている。

供給ホースが折れ曲がらないように配置します。

給水栓を開きます。

給水栓が締め付けられている、または石
灰分がつまっている。

給水栓を開きます。
流量は、給水栓を開いた状態で10 L/分以上が必要です。

給水のフィルターがつまっている。 電源スイッチ［1］をオフにし、本製品の電源プラグを抜きます。給水
栓を閉じます。給水接続ナットを緩めて取り外します。

供給ホースのフィルターを清掃します。給水接続を再び取り付けま
す。漏れがないかを点検します。電力供給を再開します。製品の電源
をオンにします。

エラーコード　　　が点灯。

エラーコード　　　が点灯。

エラーコード　　　が点灯。

吸込み口（装置内部右側）が食器によって
塞がれている。

食器を入れ直して下さい、吸込み口が開かれた状態にします。

発熱体に石灰分が沈積している、または
それが汚れている。

製品の手入れ剤またはカルキ除去剤で製品のクリーニングを行いま
す。軟水化装置をオンで運転して下さい。（「軟水化装置/岩塩 (P12)」
を参照）

エラーコード　　　が点灯。

エラーコード　　　が点灯。

フィルター［29］が汚れている、またはつ
まっている

フィルターを清掃します。（「お手入れ(P31)」を参照）

排水ホースがつまっている、または折れ
曲がっている。

折れ曲がらないようにホースを配置し、必要があればゴミを取り除き
ます。

排水パイプが詰まっている。 排水パイプを点検して下さい。

排水ポンプのカバーが緩んでいる。 カバーを正しくはめ込みます。（「排水ポンプ(P33)」を参照）

エラーコード　　　が点灯。 排水ポンプが詰まっている、または排水
ポンプのカバーがはめ込まれていない。

ポンプを清掃し、カバーを正しくはめ込みます。（「排水ポンプ(P33)」
を参照）

エラーコード　　　が点灯。 電源の電圧が低すぎる。 本食器洗浄機の問題ではありません。電源の電圧および電気系統を
点検してください。

他のエラーコードが、
時間表示に出る。
（　　　　　　）

技術的トラブル発生の可能性。 電源スイッチ［1］をオフにします。しばらくしてから装置を再びスター
トさせます。
問題が再び発生するときは、給水バルブを閉じ、電源プラグを抜きま
す。カスタマーサービスに連絡し、エラーコードをお知らせください。

リンス剤がない。

岩塩がない。

リンス剤を補充します。

岩塩を補充します。

センサーが、岩塩タブレットを検出しない。 別の岩塩を使用します。

岩塩［6］およびリンス剤［5］
の両方または片方の補充ラ
ンプが点灯する。

補充表示がオフになっている。

岩塩／リンス剤がまだ十分ではない。

有效化／無效化。（「軟水化装置／岩塩（P12）」または「リンス剤（P14）」
の章を参照）

補充表示、補充レベルをコントロールします。

岩塩［6］およびリンス剤［5］
の両方または片方の補充表
示が点灯しない。
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トラブル 考えられる原因 対処方法

フィルター系またはフィルターよりも下流
の領域［29］がつまっている。

プログラムが終了していない。

フィルターおよび排水ポンプを清掃します。（「排水ポンプ（P33）」を
参照）

プログラム終了を待つか、またはキャンセルを実行します。（「プログ
ラムをキャンセルする（P30）」を参照）

プログラム終了後、水が製品
内に残っている。

リンス剤ケースにリンス剤が入っていな
い、または量が少なすぎる。

乾燥なしのプログラムが選択されている。

リンス剤を補充します。

乾燥付きのプログラムを選択します。（「洗浄プログラム（P26）」、「洗
浄プログラム選択（P27）」を参照）

混合合洗浄剤の使用による乾燥性能の
低下。

乾燥能力の高い混合洗浄剤を使用します。リンス剤を追加使用する
と乾燥能力が高まります。

乾燥レベルを引き上げるための強力乾
燥が無効になっている。

強力乾燥を有効にします。（「製品の使い方（P28）」を参照）

食器を取り出すのが早すぎた。または乾
燥プロセスがまだ終了していなかった。

プログラム終了を待つか、またプログラム終了後30分経ってから食
器を取り出します。

環境配慮タイプのリンス剤の使用によっ
て乾燥性能が抑制された。

一般的なブランドのリンス剤を使用します。環境配慮タイプの製品で
は、効果が制限されていることがあります。

食器およびカトラリーの窪みに水が溜まっ
ている。

窪みのある食器はできるだけ斜めに入れます。

食器が乾いていない。

プラスチック製食器が乾いて
いない。

プラスチックの特性。 プラスチックは保温力が低く、そのために乾きが良くありません。

終了後、庫内が濡れている。 製品上のトラブルではありません。 「凝縮乾燥」の乾燥原理により、容器内に水滴ができるのは物理的に
やむをえないことであり、望ましいことです。大気中の湿気が洗浄機
の内壁で結露し、流れ落ち、汲み取られます。
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トラブル 考えられる原因 対処方法

食器を収納した際、間隔が狭すぎた。
食器バスケットに詰め込みすぎた。

食器は、十分な隙間ができるように、また水噴射が食器表面に達す
るように収納します。固まって配置されることを避けます。

背が高く細い容器が、コーナー部分で十分
に洗浄されない。

背が高く細い容器は、あまり斜めにせず、コーナー部分に配置しない
でください。

上段バスケット［22］の高さが左右で均等
でない。

側面にレバーを使って上段バスケットを均等な高さに設定します。

フィルター［29］が誤って設置されてい
る、または、はめ込まれていない。もしく
はその両方。

フィルターを正しく設置し、はめ込みます。

食器の予備洗いできれいにしすぎてし
まったため、センサー系が弱いプログラ
ム進行を選択している。こびりついた汚
れが部分的に落ちていない。

食器の予備洗いをしないでください。目につく食べ物の残りだけを取
り除きます。
センサーの感度を上げます。（「センサー設定（P29）」を参照）
プログラムは、Eco 50℃または強力洗浄を推奨します。

クイック洗浄またはショートプログラムで
タブレットを使用した。

選択したショートプログラムでは、 洗浄剤
の溶解時間が十分でない。

クイック洗浄またはショートプログラムの所要時間に対して、タブレッ
ト溶解に要する時間は長すぎます。

粉末洗浄剤を使用するか、またはより強いプログラムを選択します。

フィルター［29］が汚れている。 フィルターを清掃します。（「お手入れ（P31）」を参照）

洗浄プログラムが弱すぎる。 より強い洗浄プログラムを選択します。より強い洗浄プログラムを選択
します。センサーの感度を上げます。（「センサー設定（P29）」を参照）

スプレーアームの回転が妨げられている。 スプレーアームの回転が妨害されないように食器を収納します。

スプレーアームノズルがつまっている。 スプレーアームノズルを清掃します。（「お手入れ（P31）」を参照）

食器に食べ物の残りが付着
している。

洗浄ケースの蓋［33］が食器によって妨げら
れており、そのため蓋が完全に開かない。

食器がタブレットトレイ［24］の上に載っていてはいけません。これが
洗浄ケースの蓋を妨げることがあり、蓋が完全に開きません。（「上段
食器バスケット（P16）を参照）
食器または芳香剤容器をタブレットトレイに配置しないでください。

洗浄剤室の蓋［33］が、タブレットによっ
て妨げられている

タブレットは横に寝かせて置き、縦にならないようにします。

保管期間が長くなると洗浄効果が低下し
たり溶解しにくくなり、または洗浄剤が固
まってしまう。

洗剤を変更します。

洗剤が残る。

プラスチック表面での水滴の形成は、物
理的に避けられない。乾燥後、水垢が目
立つ。

より強いプログラムを使用します（リンス剤使用量を増やす）。

収納時に斜め入れて下さい。

リンス剤を使用します。

必要があれば、軟水化装置の設定を強めます。

プラスチックの上に水垢が
残る。
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トラブル 考えられる原因 対処方法

洗剤のブランドを変更します。

製品を物理的に洗浄します。

軟水化装置の設定を強め、必要があれば洗剤を変更します。

岩塩ケースの蓋を正しく回して閉めます。

容器底部の「白い曇り」の場合、軟水化装
置がぎりぎりに設定されている。

「グラスおよび食器の損傷（P15）」を参照。グラスの場合のみ：グラス腐食が始まる
と、拭いて落とせるのは表面的なものに
限られます。

洗剤の成分の沈積。この曇りは、ほとんど
の場合、化学的には（製品クリーナーなど
によって）落とせない。

岩塩ケースの蓋［28］が閉まらない。

容器またはドアに、拭き取れ
る、または水で落とせる曇り
ができる。

洗剤の成分の沈積。この曇りは、ほとん
どの場合、化学的には（製品クリーナーな
どによって）落とせない。

洗剤のブランドを変更します。

製品を物理的に洗浄します。

硬度領域の設定が間違っている、または
水硬度が50℃dH（8.9mmoM）を超え
ている。

軟水化装置を使用説明書に従って設定します。または岩塩を補充し
ます。

食器の予備洗いが行き届きすぎていて、
そのためにセンサー系が弱いプログラム
進行を選択している。こびりついた汚れ
が部分的に落ちていない。

食器の予備洗いをしないでください。目につく食べ物の残りだけを取
り除きます。
センサーの感度を上げます。（「センサー設定（P29）」を参照）
プログラムは、Eco50℃を推奨します。

食器の予備洗いが行き届きすぎていて、
そのためにセンサー系が弱いプログラム
進行を選択している。こびりついた汚れ
が部分的に落ちていない。

食器の予備洗いをしないでください。目につく食べ物の残りだけを取
り除きます。
センサーの感度を上げます。（「センサー設定（P29）」を参照）
プログラムは、Eco50℃を推奨します。

野菜（例えば、キャベツ、セロリ、ジャガイ
モ、ヌードル等）または水道水の成分（例
えば、マンガン）による層形成。

製品クリーナーまたは物理的な清掃によって除去できるケースもあり
ます。曇りは、 健康上は問題ありません。

3in1洗剤または環境配慮タイプの洗剤が
十分な効果を出していない。

軟水化装置を使用説明書に従って設定します。または別の薬剤（一
般的なブランドの洗剤、岩塩、リンス剤）を同時使用します。

銀またはアルミニウム製の食器に、金属
成分による層ができる。

製品クリーナーまたは物理的な清掃によって除去できるケースもあり
ます。

洗剤の投入量が足りない。 洗剤の投入量を増やすか、または洗剤を変更します。

選んだ洗浄プログラムが弱すぎる。 より強い洗浄プログラムを選択します。

洗剤が少なすぎる、または適切でない。 適切な洗剤を適切な投入量で使用する。

白い、落ちにくい曇りが食器、
容器、またはドアにできる。

洗浄温度が低すぎる。 洗浄温度がより高いプログラムを選択します。食器に茶渋や口紅の痕が残る。

色（ブルー、イエロー、ブラ
ウン）の付いた、落ちにくい、
あるいは落ちない曇りが装
置またはステンレス食器に
残る。

食べ物の残り、または水道水の成分（石
灰分）による層形成。

較水化装置の機能を点検します（岩塩の補充）。または混合洗剤（タ
ブレット）を使用している場合は、軟水化を有効にします。（「軟水化
装置／岩塩（P12）」の章を参照）

色（イエロー、オレンジ、 ブ
ラウン）の付いた、簡単に落
とせる沈積が内部（主に底領
域）にできる。

内部のプラスチックパーツは、食器洗浄
機使用期間中に変色することがある。

変色は使用していくうちに起こることで、食器洗浄機の機能には影響
を与えません。

装置内部のプラスチックパー
ツの変色。

洗浄温度が低すぎる。 洗浄温度がより高いプログラムを選択します。プラスチックパーツ表面の
変色。
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トラブル 考えられる原因 対処方法

食器の予備洗いが行き届きすぎていて、
そのためにサンサー系が弱いプログラム
進行を選択している。こびりついた汚れ
が部分的に落ちていない。

食器の予備洗いをしないでください。目につく食べ物の残りだけを取
り除きます。
センサーの感度を上げます。（「センサー設定（P29）」を参照）
プログラムは、Eco50℃を推奨します。

錆への耐性があるカトラリーを使用します。カトラリーの錆への耐性が不十分。ナイフ
の刃が何度も強くぶつかった。

錆びるものを洗浄しないでください。カトラリーは、それ自体が錆びなくても、
錆びるものと一緒に洗浄しても錆が出ま
す（鍋のグリップ、損傷した食器バスケッ
トなど）。

岩塩ケースを固く閉め、または散乱した岩塩を取り除きます。岩塩ケースがよく閉まっていないか、また
は岩塩補充のときに岩塩が散乱したため
に、洗浄水中の岩塩含有率が高すぎた。

製品の組込みを点検：ドアまたは増設パーツは、閉める際に衝突し
てはいけません。

組込み条件のせいでドアの閉鎖が阻害さ
れる。

洗剤ケースまたは蓋のガイドが、付着した
洗剤の残りにより妨げられている。

カトラリーに錆の痕跡ができ
る。

洗剤の残りを除去します。洗剤ケースの蓋が閉じない。

キャンセルを実行します。（「プログラムをキャンセルする（P30）」を
参照）

プログラム終了を待たなかった。プログラムが自動的にスター
トしてしまう。

製品を電源から切り離します。電源プラグを引き抜く、またはブレー
カーを切ります。5秒以上待ち、それから製品を電源につなげます。

機能が停止している。製品がオンにならない。また
は作動しない。

チャイルドロックを確認して無効にしてください。ドアロックが急にかかった。ドアが閉じない。

ブレーカーを点検します。館内のブレーカーが正常でない。

電源プラグが製品裏側およびコンセントに完全に差し込まれているこ
とを確認します。コンセントが適切に機能しているかを点検します。

電源プラグが差し込まれていない。

ドアを閉じます。製品のドアが適切に閉まっていない。

製品が作動しない。

すすぎ洗いのプログラム段階での洗剤の
残り。洗剤ケースの蓋が食器によって妨
げられている（蓋が完全に開かない）。

洗剤ケースの蓋は、食器によって妨げられてはいけません。
食器または芳香剤容器をタブレットトレイに配置しないでください。

リンス剤が補充されていない、または設
定が低すぎる。

リンス剤を補充し、投入量を点検します（レベル4～5を推奨）。

リンス剤が多すぎる。 リンス剤の量をより低いレベルに設定します。グラス、メタリックデザイン
のグラス、およびカトラリー
の表面に条痕が残る。

グラスが食器洗浄機で使用できるという
だけで、食器洗浄機への耐性がなかった。

食器洗浄機に耐性のあるグラスを使用します。
蒸気にさらされる段階（すすぎプロセス終了後の持続時間）が長くな
らないようにします。
低い温度のすすぎプロセスを使います。
水の硬度に合わせて軟水化装置を設定します（必要があれば、レベ
ルを下げます）。
ガラス保護成分を含む洗剤を使用します。

ガラスに原状回復不能な濁
りができつつある、または既
にできてしまっている。
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例えばコンセントまたは、外されていないホースホルダーが背面パネ
ルに当たっていないかを点検します。

食器または芳香剤容器をタブレットトレイ
に配置しないでください。
上段バスケットが内部ドアに当たっていて、
ドアがしっかりと閉まるのを妨げている。

スプレーアームの支障のない回転を確保します。スプレーアームが食器によって妨げられ
ており、そのために洗剤がよくすすがれ
ない。

洗剤は、必ず乾燥した状態の洗剤ケースに補充します。補充の際、洗剤ケースが湿っていた。

洗剤が、洗剤ケース［33］ま
たはタブレットトレイ［24］の
残る。

電力および水の両方または片方の供給が
遮断されている。

電力および水の両方または片方の供給を再開します。

ドアを閉じます。ドアが完全に閉まっていない。プログラム中、装置が停止し
てしまう。またはプログラム
が中断してしまう。

トラブル 考えられる原因 対処方法

館内の敷設によるものであり、装置の問
題ではありません。装置の機能には影響
はありません。

対処できません。

洗う食器が少ないときには、スプレー噴
射が洗剤ケースに直接当たります。

装置に入れる食器の量を増やすか、または食器洗浄機内に食器を均
等に配置します。

軽い食器が洗浄中に動く。 軽い食器は動かないように収納します。

給水バルブから衝撃音が聞
こえる。

スプレーアームが食器に衝突している、
食器が適切に入れられていない。

食器を入れるときは、スプレーアームが食器に衝突しないようにし
ます。

衝撃音または衝突音が聞こえ
る。

リンス剤がこぼれている。 リンス剤を布で除去します。

リンスストック容器に手洗い用洗剤が入っ
ている。

直ちにリンス剤ケースを空にしリンス剤を注ぎます。異常な泡の発生。
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カスタマーサービス

トラブルを解決できなかった場合、カスタマーサービスへご連絡くださ
い。不要な技術者訪問を回避するためにも、私どもはいつも適切な解
決方法を見つけます。最寄りのカスタマーサービスの連絡先は、本使
用説明書の裏側または添付のカスタマーサービスー覧に記載されてい
ます。お電話いただく際は、製品番号（E-No.=1）および製造番号
（FD=2）をお知らせください。それらは、ドアにある銘板［35］に記載
されています。

メーカーの技術力を信頼してください。私どもにご依頼ください。それ
により、修理は、研修を受けたサービス技術者によって実行され、家庭
用装置のための純正交換部品が使用されることが保障されます。

据付と接続

規定どおりに運用するためには、本食器洗浄機を適切に接続する必要
があります。給水および排水のデータならびに電気接続は、後述のと
おりに、また設置施工説明書に規定したとおりに、必要な基準に沿っ
ていなければなりません。

設置の際は、次の作業ステップの順番に従ってください

1　納品時の点検

2　据付

3　排水接続

4　給水接続

5　電気接続

納品物一式
納品物に不備・不足がある場合は、本装置をお求めになった販売店
にご連絡ください。

●　食器洗浄機

●　使用説明書

●　設置施工説明書

●　保証書

●　組立て資料

●　蒸気保護プレート

●　ゴムエプロン

●　電源ケーブル　

安全上の注意
「安全上の注意（P5）」に記載されている内容に留意してください。

納品
ご購入いただいた食器洗浄機は、その機能に支障がないか工場でよく
検査されています。検査の際に小さな水垢が残ります。それらは、最
初の洗浄プロセスの後に消えます。
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製品仕様
●　重量：
最大60kg

●　電圧：
200V、50Hzまたは60Hz

●　接続値：
1.7kW

●　ヒューズによる保護：
15A

●　消費電力：
スイッチを切った状態（Po）*0.50W。
スイッチを切っていない状態（PI）*0.50W。
*EU規則No.1016/2010および1059/2010に基づく。
追加機能および設定によっては、消費電力が高くなる場合があり
ます。

●　水圧：
0.05MPa（0.5bar）以上、1MPa（10bar）以下。
水圧がこれよりも高い場合：
減圧バルブを上流側に設置します。

●　供給量：
10リットル／分以上。

●　水温：
冷水。
温水の場合：最高温度は60℃。

●　収納量：
12～15の標準プレイス設定（ご利用の食器洗浄機のモデルによっ
て異なります）。

据付
組込みに必要な寸法は、設置施工説明書をご覧ください。本製品は、
調整可能な脚を使って水平に据え付けます。その際、安定した状態を
確保します。

●　後から単独置き設置として据え付けられる基礎部装置および統合
装置は、転倒しないように対策をとる必要があります。例えば、壁
へのねじ固定によって、または隣接キャビネットにねじ留め、ワーク
プレートの下への組込みによって。

●　本製品は、システムキッチンの木材または合成材の壁の間に容易
に組み込むことができます。

排水接続

1　必要な作業ステップは設置説明書をご覧ください。場合により、ド
レインプラグを備えた吸上げ管を取り付けることもあります。

2　排水ホースは、同梱のパーツを使用して吸上げ管のドレインプラ
グに接続します。
排水ホースは、折れ曲がらないように、圧捧されないように、また
は絡み合わないように、また流路上の封鎖キャップが排水放出を
妨げないように気をつけてください。

給水接続

1　給水接続は、設置施工説明書に従い、同梱のパーツを使用して給
水栓に接続します。
給水ホースは、折れ曲ったり、圧搾されないように、または絡み合
わないように気をつけてください。

2　製品を交換する場合、必ず新しい給水ホースを使用する必要があ
ります。

水庄：
0.05MPa（0.5bar）以上、1MPa（10bar）以下。
水圧がこれよりも高い場合：減圧バルブを上流側に設置します。

供給量：
10リットル／分以上。

水温：
冷水。
温水の場合：最高温度は60℃。

温水接続
本食器洗浄機は、冷水または最高60℃の温水に接続することができま
す。温水への接続が推奨されるのは、例えば、循環配管を備えたソー
ラーシステムのように、エネルギー的に有利な給湯および適切な設備が
使用できる場合です。これによってエネルギーの節約および時間の短縮
につながります。ご使用の食器洗浄機は、「温水」設定により、温水での
運転に最適化することができます。その場合、推奨値は、40℃以上
60℃以下の水温度（供給される水の温度）になります。電気ボイラーか
らの給湯の場合、温水接続は推奨されません。

設定を変更するために

1　ドアを開きます。

2　電源スイッチ［1］をオンにします。

3　上部ディスプレイ［4］に次のテキストが表示されるまで、情報ボタ
ン　　［3］を3秒間押します :

4　上部ディスプレイ［4］にご希望の設定が表示されるまで、数回
> ボタン［11］を押しますす。

5　設定ボタン ＋ － ［7］を使い設定を行います。

6　情報ボタン　　［3］を3秒間押します。

これで設定は装置に保存されました。

Setup 3 sec.

Setup 3 sec.
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電気接続
●　本製品は規定に従って設置された、保護接地線（アース）付きコン
セントを通じて、200Vかつ50Hzまたは60Hzの交流電源にの
み接続すること。必要な保護装置についてはラベル［35］を参照
のこと。

●　コンセントは本製品の近くにあってそして組み立て後も自由にアク
セスできるようにする必要があります。
設置後にコンセントに自由にアクセスできない場合には、該当する
安全規定を守るために、設置の際には3mm以上の接触部断絶を
備えた全極切断装置を組み込む必要があります。

●　接続の変更は専門家のみが実施可能です

●　電力接続ケーブルの延長ケーブルは、カスタマーサービスを通じ
てのみ購入が可能です。

●　漏電遮断器を使う場合には、　　マークのある機種のみを導入可
能です。これによってのみ、現在有効な規定の順守が確保されます。

●　本製品は、水漏れ防止装置を装備しています。 これは、電力供給
時にのみ機能するということにご注意ください。

取外し
ここでも作業ステップの順番に従ってください

1　製品の電源プラグを、コンセントから抜きます。

2　給水バルブを閉めます。

3　排水および給水接続を緩めます。

4　家具パーツへの固定ねじを緩めます。

5　基礎板があれば、それを取り外します。

6　製品を引き出しますが、その際にホースを慎重に引きます。

搬送
食器洗浄機を空の状態にし、固定されていない部品を確保します。

本製品は、必ず次のステップに従って空にします

1　給水バルブを開きます。

2　ドアを閉じます。

3　電源スイッチ［1］をオンにします。

4　温度が最も高いプログラムを選択します。
上部ディスプレイ［4］に予想プログラム所要時間が表示されます。

5　スタートボタン［10］を押します。

6　ドアを閉じます。
プログラム進行がスタートします。

7　約4分後にドアを開きます。

8　上部ディスプレイ［4］に「プログラムが中断されました」/「1分で
準備完了」と表示されるまでSTスタートボタン［10］を押し続けま
す。

9　ドアを閉じます。

10　約1分後にドアを開きます。
上部ディスプレイ［4］に「完了」と表示されます。

11　電源スイッチ［1］をオフにします。

12　給水バルブを閉じ、供給ホースを外し、中の水を放出します。

※必ず立てた状態で搬送します。そうすることで、中に残っている水
が製品の制御部に達して、故障するのを防ぎます。

凍結防止
本製品を凍結のおそれのある空間（例えば、休暇用別荘）に置く場合、
製品は必ず完全に空にしてください（「搬送（P42）」を参照）。

製品は予告なく変更される可能性があります。
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